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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 24日 (2005.6.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 産 業 廃 棄 物 や 一 般 廃 棄 物 な ど の ご み を 焼 却 す る 竪 型 ご み 焼 却 炉 に お い て 、
炉 内 に 開 口 さ れ た ご み 投 入 口 の 先 方 の 中 段 ま で の 炉 壁 、 側 が 垂 直 と な り
下 方 が 狭 め ら れ た 偏 心 円 錐 形 に 構 築 す る と と も に 、 該 偏 心 円 錐 形 部 下 端 か ら 焼 却 灰 排 出 口
に 至 る 下 方 の 炉 壁 を 末 広 が り 状 に 構 築 し た こ と を 特 徴 と す る 竪 型 ご み 焼 却 炉 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６

端 下 を ご み 投 入 口

前 記 ご み 投 入 口 の 先 端 に 、 ご み を 中 心 部 方 向 に 投 入 す る た め の 案 内 部 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 竪 型 ご み 焼 却 炉

請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 竪 型 ご み 焼 却 炉 を 用 い て 、 シ ュ レ ッ ダ ー ダ ス ト や 医 療 系 廃 棄 物 を
含 む 産 業 廃 棄 物 な ど の 高 発 熱 量 廃 棄 物 を 燃 焼 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、

炉 内 最 下 部 に 形 成 さ れ る 灰 層 に 送 入 す る 燃 焼 空 気 に 、 飽 和 水 蒸 気 ま た は 過 熱 水 蒸 気 あ る
い は 排 ガ ス を 添 加 す る と と も に 、 該 灰 層 上 方 に 堆 積 す る お き 燃 焼 層 に 、 飽 和 水 蒸 気 ま た は
過 熱 水 蒸 気 あ る い は 排 ガ ス を 送 入 す る こ と を 特 徴 と す る 、 竪 型 ご み 焼 却 炉 に お け る 高 発 熱
量 廃 棄 物 の 燃 焼 制 御 方 法 。



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 竪 型 ご み 焼 却 炉 は 、 産 業 廃 棄 物 や 一 般 廃 棄 物 な ど の ご み を 焼 却 す
る 竪 型 ご み 焼 却 炉 に お い て 、 炉 内 に 開 口 さ れ た ご み 投 入 口 の 先 方 の 中 段 ま で の 炉 壁
、 側 が 垂 直 と な り 下 方 が 狭 め ら れ た 偏 心 円 錐 形 に 構 築 す る と と も に 、 該 偏 心 円
錐 形 部 下 端 か ら 焼 却 灰 排 出 口 に 至 る 下 方 の 炉 壁 を 末 広 が り 状 に 構 築 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 竪 型 ご み 焼 却 炉

　 請 求
項 １

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 炉 内 に 開 口 さ れ た ご み 投 入 口 の 先 端

、
炉 内 の ご み 層 の 偏 り が 防 止 で き 、 漏 斗 部 の 容 積 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る 。
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端 下 を
ご み 投 入 口

は 、 前 記 ご み 投 入 口 の 先 端 に 、 ご み を 中 心 部 方 向
に 投 入 す る た め の 案 内 部 を 設 け た も の で あ る 。

請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 竪 型 ご み 焼 却 炉 に お け る 高 発 熱 量 廃 棄 物 の 燃 焼 制 御 方 法 は 、
又 は ２ 記 載 の 竪 型 ご み 焼 却 炉 を 用 い て 、 シ ュ レ ッ ダ ー ダ ス ト や 医 療 系 廃 棄 物 を 含 む 産

業 廃 棄 物 な ど の 高 発 熱 量 廃 棄 物 を 燃 焼 制 御 す る 方 法 で あ っ て 、 炉 内 最 下 部 に 形 成 さ れ る 灰
層 に 送 入 す る 燃 焼 空 気 に 、 飽 和 水 蒸 気 ま た は 過 熱 水 蒸 気 あ る い は 排 ガ ス を 添 加 す る と と も
に 、 該 灰 層 上 方 に 堆 積 す る お き 燃 焼 層 に 、 飽 和 水 蒸 気 ま た は 過 熱 水 蒸 気 あ る い は 排 ガ ス を
送 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。

下 方 の 中 段 ま
で の 炉 壁 を 、 ご み 投 入 口 側 が 垂 直 と な り 下 方 が 狭 め ら れ た 偏 心 円 錐 形 に 構 築 し た こ と で
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